8-3-3　標準約款専門委員会

1. 標準約款専門委員会の予算

予算：900,000　円
　（契約約款研究会の活動費を含む）

2. 主な活動の記録

(1) 専門委員会の開催

委員会開催回数：　5回（下表参照）

(2) 中期行動計画への対応

　　　　中期行動計画の課題のうち「適正な再委託

制度の確立」に関する事項を担当。

多様化する業務への対応、より高度な品質

確保に向けて“再委託”に係わる課題を整理し

あるべき姿の検討について継続的に実施している。

　具体的には3.に詳述するとおり、昨年度総務委員会/企画委員会/インフラ研究所などと共に立ち上げた「契約約款研究会」活動を軸に中期行動計画での課題検討を行った。
(3) 専門委員会活動

a) 契約約款研究会へ参画

研究会の構成員として当専門委員会からは座長役含め5名が参加、継続的に活動を支えた。
b)アンケ－ト素案の作成

契約約款研究会によるアンケ－ト調査票の作成に関して、標準約款各条項のうち特に問題点のある箇所、及び再委託・著作権の条項について、調査票の素案作成を実施した。

3. 契約約款研究会活動

　(1) アンケ－ト調査の実施

　　　標準約款に係わる課題の整理、把握を行うにあたりまずは実態把握のためアンケ-ト調査を実施することにした。調査は２種類とし、一つは協会会員全体を対象に広く約款や契約に関する問題意識の把握を中心に調査を実施した。もう一つは、従来から重要課題とされてきた著作権、かし担保、再委託の３項目、ならびに約款各条の中から何らかの課題があるとされてきた条項についてより詳細な実態把握のための調査を実施した。

後者については技術委員会の３専門委員会（河川構造、道路構造、環境）から新たに研究会への委員参加をお願いして、現場における課題の拾いだしにも留意した。

アンケ-ト結果は委員会内で整理し一部は既に協会内で公表してある。

　(2) 研究会の活動

研究会では建設分野の契約問題の専門家である大森文彦弁護士を顧問にお招きしており、適宜、報告・意見をいただきながら活動を行ってきた。この間研究会を３回、幹事会を５回開催し、主にアンケ－ト票の作成から配布、

一部公表を含む内容整理を実施してきた。
4. 次年度の活動について

契約約款研究会が特別委員会へと発展的に解消する検討が成されている。専門委員会はタスクフォースという位置付けであることから、当該研究会と表裏一体で活動してきた当専門委員会の存続は、改めて議論する必要があろう。

（標準約款専門委員会委員長　安達 伸一）

	日付
	委員会
	議事概要

	平成18年 4月18日
	第1回
	新年度活動内容の確認、アンケ－ト調査票素案作成への班編成

	平成18年 5月16日
	第2回
	アンケ－ト調査票素案の内容整理、再委託に関する最近の課題

	平成18年 6月20日
	第3回
	アンケ－ト調査票素案の内容整理と確認

	平成18年10月12日
	第4回
	アンケ－ト内容の確認と協力依頼

	平成18年12月11日
	第5回
	アンケ－ト結果の整理、とりまとめ


